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あらまし：本報告は，全国の大学上級管理職を対象とした質問紙調査により，IR（Institutional Research）

と教学マネジメントにおけるデータ活用の実態を明らかにしようとするものである．特に，データ駆動型

意思決定に関する意識やリーダーシップ行動，上級管理職のデータ参照状況と役立ち度評価，IR 担当者

の役割や認識と評価に注目し，大学における IRやデータの効果的活用に向けた課題と方策を探る． 

キーワード：Institutional Research，大学経営，教学マネジメント，  

 

 

1. 背景と目的 

近年，大学の Institutional Research（以下、IR）活

動を大学経営や教学マネジメントへ活かすことへの

期待が高まっている．IR は，「機関の計画立案，政

策形成，意思決定を支援するための情報提供を目的

に，高等教育機関内部で行われる調査・研究」（Saup 

1990）とされる．しかし，現在の日本では，IRを有

効に機能させるための知見が十分に蓄積されている

とはいえない状況にある． 

また，これまでは「情報の送り手」である IR担当

者の観点から，どのように IRの組織を作り，どのよ

うな情報をどのように提供すべきかといった成果を

中心に研究が蓄積されてきた．その一方で，「情報の

受け手」，すなわち IRからの情報を受けそれを意思

決定に用いる大学の構成員の観点から，IRからの情

報や学内データをどのように活用しているか，大学

の組織運営や教育・研究等の改善に対し IRは有効に

機能しているのかを探究する試みは未だ少ない状況

にある．IR担当者は「情報の受け手」と十分に連携

する必要があると指摘されてきたことを踏まえると，

「情報の受け手」からみた IRの知見を蓄積すること

は，今後の大学の組織運営等のあり方を考えるうえ

で重要な課題である． 

実際，大学経営研究の観点から日本の IRをレビュ

ーした両角（2021）は，IRを大学経営に根付かせる

にはトップマネジメントのリーダーシップが不可欠

であり，日本型大学 IRの発展には学長や大学執行部

の関与が重要であることを指摘している．また，

Funamori（2016）は，米国の IRが学長直下で使命を

果たしているのに対し，日本ではトップとの連携不

足から十分に意思決定へ寄与できていないと述べて

いる．これらの指摘に基づけば，まずは大学のトッ

プマネジメント層が，IRに関してどのような意識を

持っているかという実態を明らかにすることに意義

があると考えられる． 

そこで本研究では，「情報の受け手」の中でもとり

わけ，大学全体あるいは教学部門・事務部門のマネ

ジメントを担う大学の上級管理職に焦点を当て，上

級管理職の観点から大学の IR を有効に機能させる

ための方策を探ることを目的とし，「大学の上級管理

職を対象とした IRに関する意識調査」（以下，IR調

査と略記）を実施した．本報告ではこの質問紙調査

の結果のうち，データ駆動型意思決定や教学マネジ

メントといった企画テーマと関連する調査結果につ

いて報告する． 

 

2. 調査方法 

本 IR調査は，全国の国公私立大学の学長，（IRま

たは教学担当の）副学長，事務局長を対象とし，2025

年 3 月下旬～5 月上旬にかけて実施した．具体的に

は，調査開始時点で募集停止あるいは大学院のみを

設置する大学を除き，全国の 784の大学の上記 3者

宛に依頼状および調査票を別送して回答を依頼した．

回答は，郵送と WEB（Google フォーム）のどちら

でも受け付けることした．その結果，計 368件（2352

件中 15.6%）の回答を得た．回答に占める調査モー

ドの内訳は，郵送が 195 件（53.0%），WEB が 173

件（47.0%）であった．  

 

3. 調査内容 

本 IR調査の調査内容は，①個人属性，②機関属性，

③大学経営上の課題，④大学の組織運営状況，⑤組

織文化に加え，⑥回答者個人の大学におけるデータ

活用に対する意識，⑦データ活用に関するリーダー

シップ行動，⑧大学教育・大学経営等に関するデー

タ分析の参照状況および意思決定への役立ち度を必

須項目とした．さらに，「IR 担当」の設置状況の設
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問において，全学レベルの IR組織あるいは IR担当

者がいると回答した上級管理職者には，⑨IR担当の

活動への期待，⑩IR 担当の役割や活動内容，⑪IR

担当の大学運営への貢献，⑫IR担当の活動や成果に

対する総合評価（0～10点）を尋ねた． 

本報告ではこのなかでもとりわけ，前述の⑥～⑧，

⑩～⑪に焦点を当て，大学の上級管理職のデータ駆

動型（あるいはデータ参照型）意思決定，および教

学マネジメントにおけるデータ活用の現状を確認す

る．なお，⑥～⑧および⑩～⑪の調査項目を以下の

図 1～図 4で示す．  

 

 
図 1 個人の大学におけるデータ活用に対する意識 

 

 
図 2 データ活用に関するリーダーシップ行動 

 

 
図 3 大学教育・大学経営等に関するデータ分析の 

参照状況および意思決定への役立ち度 

 

 
図 4  IR担当の役割や活動内容や大学運営への貢献  

 

4. 結果 

紙幅の都合により，本 IR調査の集計結果は当日報

告資料にて詳説する．集計結果は，上級管理職者全

体の傾向に加え，学長，（IR または教学担当の）副

学長，事務局長といった個人属性別，および国公私

立等の機関属性別の傾向も報告する． 
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